
科目
番号

専－１

コース教諭、先進農家等 科目区分

２学年 開講時期

16 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

第１３時限

第１４時限

・

第３６４時限

その他 休暇中の10日を含む

授
　
業
　
計
　
画

実習

㊟１回に４時限分を実施する

テキスト、参考書

成績評価法 専攻実習報告書及び出席状況や専攻実習記録による

単位数 必須

授業目標 先進的な農業技術や経営に関する課題解決や技術習得をする。

授業概要 専攻実習実施要領による。

科目名 専攻実習

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース 通年



科目
番号

専－２

コース教諭 科目区分

２学年 開講時期

3 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

第９時限

第１０時限

第１１時限

第１２時限

第１３時限

第１４時限

第１５時限

・

第６４時限

科目名 卒業論文

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース 12～２月

単位数 必須

授業目標 課題立案して得た結果を集約して発表する力をつける。

授業概要
専攻実習の結果を定められた要領等に従って集約するとともにプレゼンテーショ
ンを行う。

その他

授
　
業
　
計
　
画

抄録、本文、プレゼンテーション作成

テキスト、参考書

成績評価法 作成態度と出来映え



科目
番号

共－１

柴野ゆりか 科目区分

２学年　野菜・花き・果樹園芸コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

その他

㊟１回に２時限分を実施する

テキスト、参考書 施設園芸・植物工場ハンドブック（農文協）

成績評価法 主に試験の成績により評価する

授
　
業
　
計
　
画

施設園芸の歴史と現状、温室の形式と構造

被覆資材の種類と特徴

温室内の環境特性（光環境）

温室内の環境特性（温度・湿度・炭酸ガス）

温室内環境の制御（換気・湿度）

温室内環境の制御（保温・暖房）

温室内環境の制御（冷房、複合環境制御、開発の現状）

講義のまとめとテスト

単位数 必須

授業目標
施設園芸に従事するため必要な園芸施設の構造や被覆資材の種類と特徴、施
設内環境の制御について、基礎知識を理解する。

授業概要
園芸施設の基礎的な名称、被覆資材の種類と特徴、換気・暖房のメカニズム、暖
房負荷の計算方法、湿度環境の要因、炭酸ガス施などについて講義する。

科目名 園芸施設

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース ９月



科目
番号

共－２

農業生産流通課 科目区分

１学年　野菜・花き・果樹園芸コース 開講時期

1 必須・選択の別

第１時限

第２時限

第３時限

第４時限

第５時限

第６時限

第７時限

第８時限

テキスト、参考書 講師作成テキストおよび視察先パンフ等

成績評価法 レポ－トの内容等により評価する

その他
第１･２時限、第３･４時限､第５･６時限､第７･８時限は、順番が変更する場合があ
る

㊟１回に２時限分を実施する

授
　
業
　
計
　
画

香川県の花き生産・流通の現状　その１（花市場等視察）

香川県の花き生産・流通の現状　その２

香川県産青果物のブランド戦略

香川県産青果物の市場流通の役割（青果市場等視察）

香川県の果樹生産・流通の現状　その１（カンキツ共同選果場等視察）

香川県の果樹生産・流通の現状　その２

香川県の野菜生産・流通の現状　その１（集出荷場等視察）

香川県の野菜生産・流通の現状　その２

単位数 必須

授業目標
園芸作物の流通実態を把握することにより、合理的な作付・出荷体系に結びつけ
るなど、経営との関係を学ぶ。

授業概要

【野菜】香川県における野菜の生産、流通の現状・課題・対策と食の安全安心対
策、また、集出荷場の状況等について講義する。
【花き】香川県における花きの生産、流通の現状・課題・対策と卸売り市場の現状
と課題について講義する。
【果樹】香川県におけるうんしゅうみかんを中心とした果樹の生産、流通の現状・
課題・対策と選果場の状況について講義する。

科目名 園芸作物流通

担当教員 専門教育科目

対象学年、コース 11～12月


